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「各地の早生樹の取り組み事例」
～実用化活動に向けての課題と対応～

2022年10月7日
パナソニック エレクトリックワークス創研（株）

中ノ森 哲朗

シンポジウム「早生樹センダンの循環式利活用」資料
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国産早生広葉樹の魅力とは

コロナによるウッドショック、ウクライナ問題、円安などで海外の木材の調達が
困難な状況が出ており、国産材の活用が注目されています。

10数年前より、国産早生広葉樹への取り組みが紹介されて以来、徐々に注目さ
れて来ていましたが、ここ数年でSDGsや脱炭素社会に向けた活動で、早生樹
の注目度は高まっています。

植栽後の施業管理面の省力化と15～20年で用材として活用できる林業の短期
収益も見込まれ、杉・ヒノキなどの50～60年で収穫できる木材との併用で経営
改善にも繋がることが期待されます。

さらに、早く成長しても強度（硬さ）もあり、欧米材との対比でみても遜色のない
色調や木目を持っています。

林業と農業の連携や木材利用事業体との付加価値創造などで6次産業化が
期待でき海外への販路も視野に入る魅力ある早生樹への取り組みは全国的な
推進ができれば日本の新しい産業に育つと考えられます。
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国産早生樹が海外材ビジネスを超えるには

日本にもある早生広葉樹（東南アジアの早生樹は、芯材活用が殆ど）

欧米材の持つ色のバリエーションと材質に対応できる国産早生広葉樹の取り組み
で国産木材の植栽~育成～活用の循環型の構築が必要となる。
下記の樹種は、海外材に対抗できると期待される国産早生広葉樹である。

チャンチン（香椿） コナラ ユリノキ ハンノキセンダン（栴檀） チャンチンモドキ

原
木

木
目

製
品

家具、床材 家具全般、床材 家具全般、床材 家具全般、床材 家具全般、床材 家具全般、床材

フロアー
フロアー胡坐椅子

フロアーキッチンカウンター椅子

http://nenrin.org/img/r-info/160831/morinokihuri.jpg
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各地の早生樹の取り組み事例
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センダン
29府県

コウヨウザン
３２府県

センダンとコウヨウザン（針葉樹）の植樹推進の状況

早生樹のうちセンダン、コウヨウザン、チャンチンモドキ、ユリノキ等の推進県

（日本木材学会資料より参考）
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ユリノキ
1７県

チャンチンモドキ
1１県

チャンチンモドキとユリノキの植樹推進の状況
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ハンノキ、ヤマハンノキ
９道県

ハンノキ類とヤナギ類の植樹推進の状況

ハコヤナギ、オノエヤナギ
７道県

バイオマス燃料としての検討
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各地の早生樹の取り組み事例：福岡県

①福岡・大川家具工業会では、センダンの循環型活動で利活用を推進
センダンの活用ポイントの明確化
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各地の早生樹の取り組み事例：福岡県

①福岡・大川家具工業会の地域と連携した植林活動
家具工業会では、2018年より各地域の森林事業体などと連携しセンダンの植林
を推進しています。
福岡県では八女森林組合、糸島地域、豊築地域などで植林活動を進めています。

私たちは、「うえる」「つくる」「つなげる」をキーワードに
センダンを積極的に活用し、持続可能なサイクルを構築を目指します。（HPより）

うえる
センダンを普及させる
植樹活動

つくる
センダンを加工し
家具に仕立てる

つなげる
家具作りを通して
木材の循環をつくる
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ユリノキ、コウヨウザン、ケンポナシ、センダン、チャンチンモドキ

チャンチンモドキ

ユリノキ（奥の背丈のある木） 大分県が取り組む早生樹の板サンプルコウヨウザンの3年生

②大分県林業研究部の早生樹推進

各地の早生樹の取り組み事例：大分県

平成23年4月植樹（樹齢8年目） チャンチンモドキ（樹齢8年）の台座
チャンチンモドキ台座の飛散
防止パネル

実用化に向けた研究が進んでいる
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各地の早生樹の取り組み事例：熊本県

③ 熊本県のセンダン取り組み活動

熊本県林業研究指導センターの展示林では、21年目のセンダンの状況や利用を
目的とした育林と芽かきの5年目のセンダンが順調に成長しており、各地から現
地を見て参考にされる聖地になっている。

21年目のセンダン
この樹林の種子から苗木を生産

5年目のセンダン：左2.4mの芽かき
右：4mの芽かき

2.

4
ｍ

４
ｍ
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令和元年（2019年）10月に、県民を対象に苗木のオーナーを募集してセンダンの植樹を
行いました。今後、オーナー自ら育樹を行い、10年後には収穫祭を開催して、収穫した
センダン材で作った製品をプレゼントする予定。

各地の早生樹の取り組み事例：熊本県

③ 熊本県のセンダン取り組み活動（熊本県主催）

※ くまモンスマイルジャンプのでセンダンを紹介
2021年10月6日放送

知っていますか？早生樹くまもとセンダン！
新たな林業を目指す熊本県が、独自の技術で
開発した「早生樹くまもとセンダン」の
普及促進の取り組みを紹介します。

熊本センダンとしてPR

横尾さん、福田さんが説明されています
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各地の早生樹の取り組み事例：関西

④ 関西地区の早生樹の取り組み（平成27年植栽スタート）

15拠点の国有林で試験植栽
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各地の早生樹の取り組み事例：関西

④ 関西地区の早生樹の取り組み

※ 日本海側気候の成長は、瀬戸内式や
太平洋岸気候より遅い

● 地域の違いによる成長観察
センダンの成長度

・枯死した植栽木の割合は、全体で32%

・気候帯毎でみると、他の気候帯に比べて
日本海側気候で枯死率が高い。

● 地域の違いによる成長観察
センダンの枯死率

ここ数年の現地観察から、センダンの適地及び施肥等について評価をされている。
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MDFの評価：永大産業（株）、ホクシン（株）
・機械的強さでは、広葉樹や針葉樹を原料にして成型した
ＭＤＦよりも強かった。
・耐水性では、針葉樹タイプと同レベルであった。
・ファイバー化の条件、チップの混合比率、及び広葉樹を原料
としたＭＤＦの製造方法を基にした検討が必要。
＊センダンをＭＤＦの原料として利用する可能性
があると判断される

合板・ＬＶＬの評価：永大産業、ユニウッドコーポレーション
合板の評価：・センダン原木から合板を試作から単板製造時
の切削加工性や乾燥性、合板製造時の単板の積層接着性
などに問題なく、通常合板同様に製造可能確認。
・センダン合板の性能評価では、複合フローリングの台板と
して使用している針葉樹合板と同等の性能が確認された。

LVLの評価：・センダン原木丸太の材質で半径方向の曲げ
強度のばらつきが大きい。髄付近は弱く、外側に向かって強くなる髄側と外側のロータリー
単板を交互積層することで曲げ強度のばらつきを抑えることができた。
・LVL試験体の曲げヤング係数が低かったので今後の検討が必要。

パーチクルボードの評価では、品質面及び加工面でも問題ないことが発表された。

④ 国産早生広葉樹センダン材活用の建材への商品化検討

各地の早生樹の取り組み事例：関西

平成30年9月14日開催
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早生樹として注目のセンダンを植栽2年後の成長・適地を評価
◆取り組みのポイント
三重県の気候条件下で、センダンの育成試験地を津市内と熊野市内に実施。
植栽後2年間の追跡調査の結果をもとに評価。
◆育成試験地の設定と初期保育
・津試験地は、谷から下部斜面、上部斜面、尾根までを連続的な伐採地斜面
（0.32ha）にセンダン4年生裸苗（1m高）を平成30年2月に141本植栽。
・熊野試験地は急崖下の崖錘状の斜面（0.19ha）に、谷部から急崖直下までの
伐採地斜面に同上の苗木を平成30年3月に80本植栽。
◆植栽木の活着 ８０%

◆植栽木の初期成長 適切な植栽場所と適切な施業（施肥、適期の芽かき、獣害
対策、強風害対策など）を行えば、早生樹として期待の成長を得られる。

◆植栽地選定の留意点
ニホンジカによる採食害や剥皮害、台風時の強風による幹曲がりや幹折れなど
成長阻害が頻繁に発生し、その都度対策を行う必要があった。センダン材の
用途は化粧性の高い高品質材を生産する必要があることから、剥皮害による
変色や幹曲がりによる形質劣化は避ける必要があり、定期的な巡視と被害対策
を行うことが必須。（令和2年3月のレポートより）

各地の早生樹の取り組み事例：三重県

⑤ 三重県内に植栽した早生樹センダンの初期成長と植栽適地
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各地の早生樹の取り組み事例：福井県

⑥ 福井県の早生樹の取り組み（センダン・コウヨウザン）

※ 2021年3月に、熊本県の苗木1000本を生産適地と思われる地域で植栽実施。

福井県では
総合グリーン
センターが
早生樹への
取り組み活動
を推進中で
適地の評価や
雪対策面での
対策について
条件設定を

確立すべく活
動されている。
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各地の早生樹の取り組み事例：愛知県

⑦ 愛知県の早生樹の取り組み（一部愛知県HPより）

■短期間で収穫可能なセンダンの試験植栽地を募集（2021年7月に募集）

～スギ・ヒノキ人工林の植え替えをご検討の皆様へ～ 2～3か所（計0.5ha)

・愛知県内のスギ・ヒノキ人工林の多くが、伐期を迎えている、愛知県ではこの
充実した森林資源を活用するため、「伐る・使う→植える→育てる」循環型林業の
推進に取り組んでいく。
・愛知県は、新たなニーズに応えるため、センダンの植栽の実証調査を推進。
※試験植栽地の管理等植栽後20 年間は、県の調査に協力いただく。

■栴檀の試験植栽を実施（2022年2月、4月）

※県庁では、センダンの良さを県産自生
センダンの家具でPR
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各地の早生樹の取り組み事例：石川県

⑧ 石川県の早生樹の取り組み（森林環境部の報告書）

県内に生育するセンダンから採取した種子を用いて育苗試験を実施し成長観察

12月中旬採取の果実

果肉を取り除いた核
1年生苗（苗高73㎝、
根元径5.5㎝）

自生するセンダン
の成木
樹形（上）、幹（下）

石川県では、自生するセンダンがあり、その母樹から地域に合った苗木を育てる活動
が、始まっており、苗木の育成方法の確立と植栽に向けた指導書づくりを進めている。
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⑨ 静岡で「早成樹の会」がスタート（2022年４月３日）

護国神社境内に記念植樹

関係者約７０人が出席し開催

2022年度の苗木生育状況

各地の早生樹の取り組み事例：静岡県

静岡自生のセンダン母樹候補種子を育成中

渡辺定元氏（東大元教授）の記念講演
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各地の早生樹の取り組み事例：広島県

⑩ 広島県の早生樹の取り組み（コウヨウザンに力を入れている）
技術基盤の整備、低コスト施業技術の推進（早生樹種「コウヨウザン」の活用）
● コウヨウザン（広葉杉）は、中国・台湾原産のヒノキ科の常緑針葉樹で①成長が旺盛、

②幹が通直、③萌芽更新可能、④強度が強く、耐虫性あり等が特長
● 広島県庄原市に国内最大のコウヨウザン造林地（0.6ha)があり56年生で平均材積は

1006m3/Ha（平成27年時点）で、通常のスギ林（11齢級で390m3）の2.57倍。
●平成27年には、国から造林事業の補助対象樹種として承認され、平成28年度から造林
樹種として普及を開始。【植栽実績：平成28年～令和元年：31.5ha】

●平成29年から、広島県森林整備・農業振興財団と広島県樹苗農業協同組合が、農林
中金「農林水産業みらいPJ事業」事業費の助成金118百万円）を活用してコウヨウザン
苗の生産や技術開発等を推進。県と連携し採取穂園を整備し令和11年度から苗木供給
（約2.4万本）できる見込み。

● ノウサギによる食害防止技術等を検証し、効果的な育林技術の確立・普及を目指す。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
特
長
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各地の早生樹の取り組み事例：佐賀県

⑪ 佐賀県の早生樹の取り組み（杉の精英樹）
１．スギの精英樹（名称：サガンスギ）
佐賀県では昭和４２年度より精英樹Ｆ１を産地植栽試験を実施し平成２６年度
までに①初期成長が優れている②高い強度を示す③花粉が少ない④挿し木
が容易の４条件を満たした次世代スギ精英樹候補６品種を選抜し苗木の
生産を着手している。

その後の研究で、B-７４を選抜し、苗木生産を加速化して令和４年度には販売を
開始予定。

同時期に植えたサガンスギ（右）
と従来のスギの幹の断面
（佐賀市の佐賀県林業試験場で）

4年生サガンスギ（樹高4m）

https://www.yomiuri.co.jp/pluralphoto/20220105-OYTNI50004/
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⑪ 佐賀県の早生樹の取り組み（センダンを耕作放棄地へ）
２．センダン (佐賀県内２０１５年時点の耕作放棄地約5,000ha)

（佐賀県太良町）

資料：
佐賀テレビ

2019年12月3日撮影 2018年植栽地の状況12月3日撮影

数種の樹種植栽
中でもセンダン成長が早い

センダン スギ

各地の早生樹の取り組み事例：佐賀県
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その他の取り組み情報
◆ 北海道では、バイオマス燃料用としてヤナギの生産が進められている
◆ 仙台森林管理局「寒冷地における早生樹の育成について」（2020年）

・コウヨウザン、シラカンバ、ユリノキ
◆ 新潟県森林研究所「新潟県における早生樹栽培実証試験」（2020年）

バイオマス資源としての将来的な利活用
・オノエヤナギ、ドロノキ、コナラ、ケヤマハンノキ
収穫量トップ:ケヤマハンノキ14.0dry-t/ha、オノエヤナギ10.0dry-t/ha

◆ 「東北育種場における広葉樹の早生樹育成の取り組み」（2019年7月）

・コウヨウザン、ユリノキ、シラカンバ、キハダ、オノエヤナギについて
◆ 宮城県水産林政部林業振興課（2020年3月報告）

・コウヨウザンとスギの成長実験
◆ 関東森林管理局千葉事務所 「モデルプロジェクトの森」 （2021年4月26日）

「ガールスカウト・丸和早生樹の森」の植栽
・コウヨウザン、センダン、ユリノキ、キハダ、チャンチン845本植栽
森林総研林木育種センター、ガールスカウト、丸和建材社で実施

◆ 青森県森林・林業・木材関係研究発表会（２０２１年２月８日）
早生樹ユリノキの成長と更新特性について 東北森林管理局
～東北地方への導入へ向けて～

各地の早生樹の取り組み事例
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センダンに出会って9年目、2013年に熊本県からいただいた苗木のセンダンは2022年秋
には、胸高直径26.9cm（約3cm/年）に成長。

植栽1年後
（2014.9.2）

3年後

樹高375㎝
熊本県林業研究指
導所のⅯ18型の苗
木を2013年4月に
植栽（苗木高さ1m）

2017年4月初めて
薄紫の花が開花

（2017.11.24）

樹高約５ｍ
胸高直径8ｃｍ

樹高約６Ⅿ、

（2019.9.22）

胸高直径 12㎝
円周が37.5㎝ 円周が５８ｃｍ

センダンの実

センダンの成長を間近で見たい
と思い、裏の空き地にて９年目
の成長を観察中

4年後 6年後

約８Ⅿ、
胸高直径１８．5ｃｍ

育成検証

7年目

胸高直径20cm

周囲62.5㎝

（2020.8.19）

8年目

胸高直径24.5cm

（2021.10.2）
）9）

（2016.9.20）

周囲77㎝

種子は約500個

9年目

（2022.10.2）

胸高直径27.2㎝

周囲 85.3㎝

各地の早生樹の取り組み事例（我が家のセンダン）
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各地の早生樹の取り組み事例まとめ

早生樹の中でも、広葉樹ではセンダン、針葉樹ではコウヨウザンに
取り組んでいる29府県があるが、まだ全国レベルになっているとは
言えない。他の樹種についても植栽に向けた研究が進んでいる。

センダンでは、熊本県が先行しており地域の山主の植栽も8～10年ほど
の活動でしかなく、熊本県全体にはまだ広がっていない。

コウヨウザンについては先進の広島県が力を入れている。
「コウヨウザンの特性と増殖マニュアル」についての資料については、
2021年3月発表（森林総合研究所林業技術センター 他）の資料を参照してください。

各県でセンダンに取り組む活動を始めたところが出てきているので、
この活動を定着させ実用化に向けた各県の育成マニュアル指導書を
作成し、山主の早生樹に対する植栽意識を向上させることが必要である。

センダン以外の早生樹の育林技術の早期確立が期待される。
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２．モノづくり現場の動き
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２．モノづくり現場の動き

① 福岡県・大川市の家具工業会と関連企業の取り組み
福岡・大川家具工業会ではセンダンの
植林を森林組合と連携して実施

木材を使う側と植える側の連携ができたの
は業界では、珍しいことで今後はこのような
マーケットイン型の施業が林業を活性化して
いくと考えます。

※センダン材料供給体制は、製材がウエキ産業、
突板関連がトマト社と大川で完結できている

6年生間伐材の天板

福岡・大川家具工業会の
木材をつかう責任＆家具をつくる責任
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2017年にスタートした「SOUSEI」PJも5年目で、協賛企業が24社となった。
今まで、東京での展示を主に進めてきたが、地元での常設化も含め販売実績向上の
仕掛けをしていきたい。（田中地域材活用部会リーダー）

※ 材料供給体制は、製材がウエキ産業、突板関連がトマト社と大川で完結できている

② センダン材活用の商品展開

２．モノづくり現場の動き
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ＴＯＴＯ水彩プラザふじ福岡のセンダン材家具活用（2021年3月19日撮影）

福岡・大川家具工業会と連携し
センダン材で接客、料理教室、
展示棚などを製作しセンダンの
ショールームのような接遇空間
を作り出している。

２．モノづくり現場の動き

② センダン商品の店舗施工例
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③ 植林支援活動

２．モノづくり現場の動き 植林支援

福岡・大川家具工業会では、２０１７年より各地の森林組合や林業者とセンダンを
植林して、地域で早生樹の取り組みを応援しています。将来的に育ったセンダン
を使えるようにする
ことで、地域の林業の循環型短期伐採システムへのモノづくり側からの仕掛けが
始まっています。

現在は、活動の地域が広がり9地域

鳥取県：鳥取東部森林組合
福岡県：八女森林組合、

糸島市、朝倉市、那珂川市
豊前市

熊本県：鹿本森林組合
宮崎県：諸塚村森林組合
長崎県：西海市

（福岡・大川家具工業会資料より）

※ 大川家具工業会のような使う側と
森林事業体との連携で植林活動
が広がることを期待したい。
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２．モノづくり現場の動き 啓蒙

④ 地元TVでセンダンの魅力紹介

●ウエキ産業の植木会長：センダンの魅力を発信
●2022年3月11日森林創研シンポジウムで
「国産早生樹への期待～森-木材-家具の循環のしくみづくり～」講演

5年生センダン

15年生
ヒノキ
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⑤ センダンの魅力：デザイン性

２．モノづくり現場の動き 付加価値化

センダンの木目が塗装によりウォールナットに見せることが
できる（酒見椅子製造）

塗装で、ウォールナットにも見える

24社でセンダン家具を生産

脚の繊細さ表現

空間の落ち着きとくつろぎ感
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２．モノづくり現場の動きのまとめ

◆早生樹のモノづくりがスタートした、福岡・大川家具工業会の「SOUSEI」PJ

についても多く自生するセンダンに視点を置いての商品づくりであり、植林材
を活用することは、まだ出来ていない。

◆熊本県の8～10年前に植林された地域での間伐材が家具などに活用できる
かの検証が始まったところであり、可能性が確認できるところまで来ている。

◆早生樹については、将来10年先くらいにいろんな分野で利用できて林業関係
者にも循環の良さが見えてくるためにも、今から植林を推進する必要がある。

◆大川家具工業会としては、今後も希望される地域での植林を一緒に推進する
活動は継続するとのことで適地があれば検討してほしい。

◆SDGsの視点から見ても、ものづくり側の企業などが林業への投資をするくら
いの思い切った活動がこれからの脱炭素社会を見据えて必要になってくる。
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３．早生樹の課題
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① 本格的苗木生産体制（大川の路地畑で育つセンダン）

36

静岡市視察メンバーの確認2021年10月26日

2021年9月時点の成長の確認熊本県展示林種子を主に発芽成長中

３．早生樹の課題

2022年9月8日のセンダン苗木の状況

同じ畑でも南側で水害被害のなかった方の
成長が北側より成長し大きな差が出ている

来年の苗木として活用予定
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オール大川の「センダン」で循環型事業推進について

各地の森林組合との植林活動
への苗木販売

現在150～200円／本で販売

①母樹選定 ②母樹からの
種子採取

➂種子保管
と種植え

④発芽管理、
発芽率確認

⑤路地苗木育成

全メンバー 全メンバー メンバー＆
農業関係者

⑥苗木販売
植林支援活動

⑦成長の確認、
芽欠き指導

⑧間伐材活用 ⑨主伐材加工 ⑩商品製造・販売

家具工業会
農業関係者

家具工業会
化粧合板組合

家具工業会
化粧合板組合

家具工業会
化粧合板組合

2年間の芽欠き指導

製材・乾燥

突板・乾燥

幹材の
活用
（集成天板）

商品販売

枝材の活用（グッズ色々）販売

メンバー＆
農業関係者

メンバー＆
農業関係者

メンバー＆
農業関係者

種子選別
保管

３．早生樹の課題
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３．センダン生育状況から見える課題

２０１４年４月植栽の菊池のセンダン

胸高直径３６㎝

２０１４年４月植栽の天草のセンダン

胸高直径11㎝

同時期に植栽に差が出る（2021年11月29、30日現地調査）

肥沃な土地での好成長センダン 段々畑地での低成長センダン

※ センダンの成長が、早いものは7年で胸高直径が36㎝（5㎝/年）と成長することが証明。
※ 土地の肥沃さにより、同じ7年でも1/3の成長もあり、土地と施肥の選択が課題も出てきた。

ここは、柿園に植栽し
平均30㎝の成長が
見られた。

3年目までの
成長は順調で
その後の成長
が遅くなっている
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３．早生樹の課題

5つのテーマで見える化を進めることが普及のポイントに
① 適地の条件などの明確化
② 早生樹の従来樹種との採算性
③ 本格的苗木生産体制
④ 早生樹への補助政策の明確化
⑤ カーボンプライシング導入

早生樹の課題は、上記5つに絞られると考えます。
課題解決を進めて行き、取り組みたいという人たちが、早生樹の植栽に
賛同して活動していく体制を、国や県、市を上げて推進体制と補助の充
実をするための全国的な取り組みにしていく必要が急務です。
100年先を見据えての森林林業の取り組みは、SDGsや脱炭素社会を
目指す、地球規模の活動に日本の早生樹も活躍できる樹種であると
思います。
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育成検証 我が家のセンダンの最新情報

我が家の空き地に9年前から植栽をしているセンダンの成長をご覧ください

9年前に熊本県からいただいたセンダン 胸高直径27㎝

植栽1年目
2014年

9年前に熊本県からいただいた苗木の
成長したセンダン 胸高直径27ｃｍ
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このシンポジウムから皆さんの地域へ早生樹の育成と
活用の循環型活動が広がることを願っております。

ご清聴ありがとうございました


